小学生の自覚症状の訴え数とライフスタイル要因との関連について : 数量化II類を用いた検討 by 服部 伸一 et al.
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n =232 n =213 
。 ~4 79 75 
5 ~10 90 66 





n =232 n =213 
l 8~9 時 19 9 
就寝時刻 2 
9~1O時 94 67 
3 10~11時 85 106 
4 11時以降 34 31 
1 6時より前 26 12 
起床時刻 2 6~7 時 168 165 
3 7時以降 38 36 
l 6~7 時間 25 24 
睡眠時間 2 
7~8 時間 96 80 
3. 8~ 9時間 67 84 
4 9時間以上 44 25 
l 1時間まで 114 84 
学習時間 2 
1~2 時間 77 94 
3 2~3 時間 23 25 
4 3時間以上 18 10 
1 ほとんどf吏わない 21 24 
テレビ・ピデオ使用時間 2. 1 時間未満 43 
37 
3 1~2 時間 60 58 
4 2~3 時間 108 94 
1 ほとんど使わない 53 113 
テレビゲーム使用時間 2 1時間未満 75 
55 
3 1~2 時開 63 27 
4 2時間以上 41 18 
l ほとんど使わない 197 168 
携帯電話使用時間 2. 30分未満 17 21 
3. 30分以上 18 24 
l.ほとんどf吏わない 166 143 
パソコン使用時間 2. 1時間未満 46 45 
3. 1時間以上 20 25 
1. ほとんどイ吏わない 180 132 
オーディオ使用時間 2 1時間未満 35 55 
3. 1時間以上 17 26 
1. ほとんど毎日食べる 197 200 
朝食 2 週 2~3 日食べる 16 7 
3 ほとんど食べない 19 6 
l 全部食べる 157 105 
給食 2.少し残す 67 95 
3 半分以上残す 8 13 
1 ほとんど毎日食べる 88 75 
間食 2 週 2~3 日食べる 105 113 
3 ほとんど食べない 39 25 
l ほとんど毎日飲む 85 65 
清涼飲料水 2 週 2~3 日飲む 108 95 
3 ほとんど飲まない 39 53 
1 週3日以上 99 38 
運動・スポーツ 2 週 1~2 日 88 101 
3 千子っていない 45 74 
1 週3日以上 71 61 
塾・習いごと 2. 週 1~2 日 81 93 
3 行っていない 80 59 




n =232 n =213 
l 健康である 134 106 
健康の自己評価 2 まあ健康である 86 101 
3 あまり健康でない 12 6 
l 良い 89 69 
朝の目覚め 2 まあ良い 97 114 
3 あまり良くない 46 30 
l 1日l回 159 120 
排便回数 2 2~3 日に l 回 64 80 
3 4~5 日に 1 回 9 13 
l ある 175 132 
食 欲 2 少しある 49 64 
3 あまりない 8 17 
1 0回 134 130 
欠席日数 2 1田 44 36 3 2回 24 16 
4 3回以上 30 31 
l 週に 1~2 田 48 43 
欠席志向 2 月に 1~2 回 51 67 
3 ほとんどない 133 103 
l とても楽しい 107 101 
学校生活の楽しさ 2 少しは楽しい 102 106 
3 あまり楽しくない 23 6 
l たくさんある 136 112 
日常生活の楽しみ 2 少しはある 83 90 
3 ほとんどない 13 1 
表4 男女別にみた自覚症状の訴え数と生活行動との関連 人数(%)
男子 女子
要因 カテゴリー 0~4 5 ~10 1以上 0~4 5 ~10 1以上
n=79 n=90 n=63 x
2 
n=75 n=66 n=72 x
2 
l 8~9 時 8(10.1) 8( 8.9) 3( 4.8) 5( 6.7) l( 1.5) 3 ( 4.2) 
就寝時刻
2 9 ~10時 36(45.6) 39(43.3) 19(30.2) 31(41.3) 20(30.3) 16(22.2) 
10~11時 29(36.7) 34(37.8) 22(34.9) ホ 32(42.7) 38(57.6) 36(50.0) * 3 
4 1時以降 6 ( 7.6) 9(10.0) 19(30.2) 7( 9.3) 7(10.6) 17(23.6) 
l 6~7 時間 3 ( 3.8) 7( 7.8) 15(23.8) 8(10.7) 8 (12 .1) 8(11.1) 
睡眠時間 2 
7~8 時間 31(39.2) 39(43.3) 26(41.3) 25(33.3) 25(37.9) 30(41.7) 
3. 8 ~9 時間 29(36.7) 26(28.9) 12(19.0) * 31(41.3) 26(39.4) 27(37.5) 
4. 9時間以上 16(20.3) 18(20.0) 10(15.9) 11(14.7) 7 (10 .6) 7 ( 9.7) 
l ほとんど使わない 10(12.7) 5 ( 5.6) 6 ( 9.5) 9(12.0) 7 (10.6) 8(11.1) 
テレビ・ビデオ使用時間 2 1時間未満 16(20.3) 17(18.9) 10(15.9) 17(22.7) 17(25.8) 3( 4.2) 
3 1~2 時間 22(27.8) 19(21.1) 19(30.2) 22(29.3) 15(22.7) 21(29.2) * 
4 2~3 時間 31(39.2) 49(54.4) 28(44.4) 27(36.0) 27(40.9) 40(55.6) 
1 ほとんど使わない 16(20.3) 21(23.3) 16(25.4) 44(58.7) 38(57.6) 31(43.1) 
テレビゲーム使用時間 2 l時間未満 31(39.2) 21(23.3) 23(36.5) 26(34.7) 13(19.7) 16(22.2) 1~2 時間 21(26.6) 32(35.6) 10(15.9) 5( 6.7) 11(16.7) 11(15.3) ** 3 
4 2時間以上 11(13.9) 16(17.8) 14(22.2) O( 0.0) 4( 6.1) 14(19.4) 
1 ほとんど毎自食べる 72(91.1) 77(85.6) 48(76.2) 74(98.7) 63(95.5) 63(87.5) 
朝食 2 週 2~3 日食べる 4 ( 5.1) 5 ( 5.6) 7(11.1) O( 0.0) 1 ( 1. 5) 6 ( 8.3) * 
3 ほとんど食べない 3 ( 3.8) 8 ( 8.9) 8(12.7) l( 1.3) 2 ( 3.0) 3 ( 4.2) 
l ほとんど毎日飲む 19(24.1) 31(34.4) 35(55.6) 23(30.7) 19(28.8) 23(31.9) 
清涼飲料水 2 週 2~3 日飲む 46(58.2) 42(46.7) 20(31.7) * 30(40.0) 32(48.5) 33(45.8) 

















































要因 カテゴリー 。 ~4 5~10 1以上 0~4 5 ~10 1以上
n=79 n=90 n =63 x
2 
n=75 n=66 n=72 x
2 
l 健康である 59(74.7) 51(56.7) 24(38.1) 54(72.0) 29(43.9) 23(31.9) 
健康の自己評価 2 まあ健康である 20(25.3) 37(41.1) 29(46.0) 21(28.0) 34(51.5) 46(63.9) ** 
3 あまり健康でない O( 0.0) 2( 2.2) 10(15.9) o ( 0.0) 3( 4.5) 3( 4.2) 
1 良い 47(59.5) 28(31.1) 14(22.2) 38(50.7) 18(27.3) 13(18.1) 
朝の目覚め 2 まあ良い 29(36.7) 42(46.7) 26(41.3) 34(45.3) 39(59.1) 41(56.9) ** 
3 あまり良くない 3( 3.8) 20(22.2) 23(36.5) 3( 4.0) 9(13.6) 18(25.0) 
l ある 69(87.3) 67(74.4) 39(61.9) 53(70.7) 38(57.6) 41(56.9) 
食欲 2 少しある 10(12.7) 22(24.4) 17(27.0) * 17(22.7) 21(31.8) 26(36.1) 
3 あまりない O( 0.0) l( 1.1) 7( 11.1) 5 ( 6.7) 7(10.6) 5 ( 6.9) 
l 0回 55(69.6) 52(57.8) 27(42.9) 50(66.7) 41(62.1) 39(54.2) 
欠席日数 2 1回 14(17.7) 19(21.1) 11(17.5) 14(18.7) 10(15.2) 12(16.7) 
3 2回 6( 7.6) 7( 7.8) 11(17.5) * 3( 4.0) 6 ( 9.1) 7( 9.7) 
4 3回以上 4( 5.1) 12(13.3) 14(22.2) 8(10.7) 9(13.6) 14(19.4) 
l 週に 1~2 回 11(13.9) 18(20.0) 19(30.2) 4( 5.3) 15(22.7) 24(33.3) 
欠席志向 2 月に 1~2 回 9(11.4) 21(23.3) 21(33.3) 11(14.7) 24(36.4) 32(44.4) ** 
3 ほとんどない 59(74.7) 51(56.7) 23(36.5) 60(80.0) 27(40.9) 16(22.2) 
1 とても楽しい 38(48.1) 48(53.3) 21(33.3) 49(65.3) 29(43.9) 23(31.9) 
学校生活の楽しさ 2 少しは楽しい 36(45.6) 38(42.2) 28(44.4) 24(32.0) 37(56.1) 45(62.5) 
3 あまり楽しくない 5 ( 6.3) 4( 4.4) 14(22.2) 2( 2.7) O( 0.0) 4( 5.6) 
1 たくさんある 54(68.4) 54(60.0) 28(44.4) 46(61.3) 36(54.5) 30(41.7) 
日常生活の楽しみ 2 少しはある 21(26.6) 33(36.7) 29(46.0) 28(37.3) 25(37.9) 37(51.4) 
3 ほとんどない 4( 5.1) 3( 3.3) 6 ( 9.5) l( 1.3) 5 ( 7.6) 5 ( 6.9) 
注)男女いずれかに自覚症状の訴え数と有意な関連がみられた要因のみ示した。
* p <0.05， * pく0.01
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表7 カテゴリー数量の合成得点の平均値(標準偏差) 第 I軸の場合
項目 男子 女子
カテゴリー 。 ~4 5 ~10 1以上 。 ~4 5 ~10 1以上
人数 79 90 63 75 66 72 
平均値 0.639 0.133 -0.991 0.799 0.052 -0.879 







r 0 ~ 4 J と rl以上」が，それぞれ83.4%，
89.4%と最も大きくなっていた。












要因 カテゴリー 人数 カテゴリー数量 レンジ(偏相関係数) x2 
1 6~7 時間 25 -0.977 
睡眠時間 2 
7~8 時間 96 0.090 l.325 (①0.297) 8~9 時間 0.348 * 3 67 
4 9時間以上 44 -0.171 
l ある 175 0.037 
食欲 2 少しある 49 0.063 l. 251 (⑤0.170) * 
3 あまりない 8 -l.188 
1 良い 89 0.336 
朝の目覚め 2 まあ良い 97 -0.056 0.868 (③0.226) * 
3 あまり良くない 46 -0.532 
l 週に 1~2 回 48 -0.040 
欠席志向 2 月に 1~2 回 51 -0.588 0.828 (②0.249) * 
3.ほとんどない 133 0.240 
1 ほとんど使わない 53 -0.272 
テレビゲーム使用時間 2. 1時間未満 75 -0.231 0.672 (④0.216) 3 1~2 時間 63 0.401 
4 2時間以上 41 0.158 
1 ほとんど毎日飲む 85 -0.345 
清涼飲料水 2 週 2~3 日飲む 108 0.163 0.645 (⑤0.197) * 
3.ほとんど飲まない 39 0.300 
0回 134 0.087 
欠席回数 2 1回 44 0.135 0.610 (⑦0.147) 2囲 24 -0.474 * 3 
4 3回以上 30 -0.206 
l とても楽しい 107 -0.003 
学校生活の楽しさ 2 少しは楽しい 102 0.101 0.538 ( 0.116) * 





表9 女子の自覚症状の訴え数に関連の大きいライフスタイル要因 第 I軸の場合
要因 カテゴリー 人数 カテゴリー数量 レンジ(偏相関係数) χ2 
l ほとんど毎日食べる 200 0.040 
朝食 2 週 2~3 日食べる 7 -1.307 l.485 (⑤0.217) * 
3 ほとんど食べない 6 0.178 
l 良い 69 0.330 
朝の目覚め 2 まあ良い 114 -0.040 0.936 (③0.238) 3ド*
3 あまり良くない 30 -0.606 
1 .ほとんど使わない 113 0.133 
テレビゲームイ吏用時間
2 1時間未満 55 0.157 0.851 (②0.245) ** 3 1-2時間 27 -0.415 
4 2時間以上 18 -0.693 
l 週に 1~2 回 43 -0.248 
欠席志向 2 月に 1~2 囲 67 -0.438 0.827 (①0.305) ** 
3 ほとんどない 103 0.389 
1 ほとんど使わない 168 0.078 
携帯電話使用時間 2 30分未満 21 -0.651 0.729 ( 0.212) 
3 30分以上 24 0.024 
l 0田 130 -0.007 
欠席日数
2 1回 36 0.214 
0.579 ( 0.121) 
3 2回 16 -0.365 
4 3回以上 31 -0.031 
1 ほとんど毎日食べる 75 -0.130 
間食 2 週 2~3 日食べる 113 0.171 0.557 (⑦0.180) 
3 ほとんど食べない 25 -0.386 
1 ほとんどイ吏わない 143 -0.046 
パソコン使用時間 2 1時間未満 45 0.290 0.548 ( 0.151) 
3 1時間以上 25 -0.258 
注)レンジの大きい順に 8要因を示した。
偏相関係数のO数字は 大きい方からの順位である。





















2~3 日食べる」 テレビゲーム使用時間 12
時間以上J，朝の目覚め「あまり良くないJ，欠
席志向「月に 1~2 回J などであった。一方，
訴え数を少なくすると考えられるもの，すなわ
ち，正の値の大きいカテゴリーは，男子では，
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(Summary) 
The purpose of this study is to examine the rela-
tions between health indices and lifestyle factors 
from the viewpoint of health education at school. 
The subjects of the analysis訂 e445 (232 males 
and 213 females) elementary school students. 
Subjective symptoms were chosen as an objective 
variable， and 23 lifestyle factors were chosen as 
explanatory variables and Type I Quantification 
was employed to analyze the data. The survey was 
conducted in J une 2004. 
1. Complaints of subjective symptoms did not show 
gender differences. As for lifesty le factors from 
the viewpoints of 15 factors of living activities 
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and 8 factors of consciousness of life， however， 
there were many gender differences. 
2. The number of complaints of subjective symp-
toms was related to the factors concerning liv-
ing hours and consciousness of life泊 bo出 males
and females. Males who go to bed later， sleep 
less， have lower health consciousness， have an 
unpleasant awakening， have a poor attendance 
record and feel unhappy at their school and daily 
live are more likely to notice their symptoms. 
On the other hand， females who go to bed later， 
spend more time on information equipments and 
skip breakfast are more likely to notice their 
symptoms. 
3. The analysis of Type I Quantification offered也e
following results. For males， sleeping time，印刷
petite， an awakening of morning， absences， soft-
drinks and pleasantness at school were influential 
653 
factors on complaints of subjective symptoms. 
For females， on the other hand， breakfast， an 
a wakening of morning， electronic games and 
absences were influential factors on complaints 
of subjective symptoms. As the above results 
show， there are gender differences in lifestyle 
factors which influence complaints of subjective 
sy立1ptO町lS.
The above results will make it necessary for us 
to consider health indices for elementary school 
students and their lifestyle factors such as living ac-
tivities and consciousness of life in order to promote 
health education at school. 
[Key wordsJ 
elementary school students， complaints of subjec-
tive symptoms， lifestyle factors， type I quantifica伺
tlOn 
